
理
事
長
就
任
あ
い
さ
つ

丸
山
　
　
勝

こ
の
度
、
小
林

和
夫
前
理
事
長
の

後
任
と
し
て
、
理

事
会
の
互
選
に
よ

り
理
事
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
丸
山
勝
で
す
。
浅
学
非
才

の
身
で
あ
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

令
和
７
年
度
は
、
各
支
部
・
本
部
会
員

を
含
め
て
会
員
数
３
４
０
名
余
で
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。

会
員
の
高
齢
化
に
伴
い
、
役
員
の
担
い

手
不
足
、
不
幸
に
し
て
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
、
ま
た
、
施
設
へ
の
入
所
等
に
よ
り

会
員
数
が
激
減
し
て
い
ま
す
。

新
会
員
の
勧
誘
も
様
々
に
手
を
尽
く
し

て
は
い
ま
す
が
、
入
会
者
が
少
な
い
の
が

現
状
で
す
。

行
政
の
福
祉
施
策
も
ま
だ
十
分
と
は
い

え
ま
せ
ん
が
、
年
々
充
実
し
て
き
て
い
ま

す
。
令
和
４
年
10
月
に
完
全
施
行
さ
れ
ま

し
た
「
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共

に
生
き
る
長
野
県
づ
く
り
条
例
」
は
施
行

か
ら
２
年
半
が
経
過
し
ま
し
た
が
、ま
だ
、

広
く
市
民
に
理
解
が
得
ら
れ
た
と
は
い
え

な
い
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。

私
が
理
事
長
就
任
に
あ
た
り
一
考
し
て

い
る
こ
と
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
「
楽
し

い
、
よ
い
会
だ
な
」
と
思
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
に
よ
り
、
か
つ
て
は
宿
泊
の
行

事
だ
っ
た
「
親
睦
旅
行
」、「
会
員
・
家
族

合
同
慰
安
会
」
が
実
施
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。

夏
・
秋
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
日
帰
り

の
「
希
望
の
旅
」
に
一
人
で
も
多
く
参
加

さ
れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。
新
年
に

開
催
さ
れ
る
「
新
春
の
つ
ど
い
」
も
楽
し

い
行
事
で
す
の
で
、
多
く
の
方
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
「
こ
ん
な

こ
と
を
し
て
欲
し
い
」、「
こ
ん
な
こ
と
は

で
き
な
い
か
」
等
々
ど
ん
ど
ん
ご
意
見
を

お
願
い
し
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
丸
山
顕
、
玉
木

秀
明
両
副
理
事
長
を
は
じ
め
理
事
、
支
部

長
、
会
員
の
皆
様
、
事
務
局
職
員
に
御
支

援
、
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

理
事
長
退
任
あ
い
さ
つ

小
林
　
和
夫

長
野
市
身
体
障

害
者
福
祉
協
会
の

皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
ま
す
ま

す
御
清
祥
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
度
、
平
成
25
年
６
月
か
ら

12
年
間
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
理

事
長
の
職
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。ま
た
、

そ
の
他
就
任
し
て
い
た
全
て
の
役
職
も
併

せ
て
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
協
会
員
の
皆
様
か
ら
は
、
多

く
の
御
指
導
、
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

12
年
間
を
顧
み
れ
ば
、
多
く
の
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。ま
ず
、長
年
に
わ
た
り
、国
、

地
方
自
治
体
、
障
害
者
団
体
が
連
携
し
、

制
定
を
目
指
し
て
い
た
「
障
害
者
差
別
解

消
法
」
が
平
成
25
年
に
成
立
、公
布
さ
れ
、

平
成
28
年
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

令
和
元
年
度
末
か
ら
悩
ま
さ
れ
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め
に
、
会
員

の
皆
様
が
楽
し
み
に
し
て
こ
ら
れ
た
親
睦

旅
行
や
新
年
会
等
を
中
止
す
る
と
い
う
残

念
な
決
断
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
も
令
和
５
年
春
頃
か
ら
全
国
的
に

減
少
し
、
令
和
５
年
度
、
６
年
度
は
事
業

計
画
で
予
定
し
て
い
た
事
業
が
順
調
に
実

施
で
き
た
こ
と
は
、う
れ
し
い
限
り
で
す
。

ま
た
、
令
和
４
年
度
に
約
１
年
か
け
て

実
施
し
た
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
長
寿

命
化
改
修
工
事
に
関
わ
れ
た
こ
と
も
思
い

出
の
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
、
協
会
員
の
高
齢
化
の
進
展
に
よ

る
支
部
の
解
散
、
会
員
の
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
唯
一
、

痛
恨
の
極
み
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
課
題
へ
の
対
応
に
つ
き
ま
し

て
は
、
新
理
事
長
、
新
執
行
部
に
託
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
、
協
会
の
益
々
の
御
発
展
と
、

会
員
の
皆
様
の
御
健
康
、
御
多
幸
を
御
祈

念
申
し
上
げ
て
、
退
任
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

12
年
ぶ
り 
理
事
長
交
代 第 214 号

発　行　者
社会福祉法人　　　　　　
長野市身体障害者福祉協会
理事長　丸山　　勝
〒380-0904　　　　
長野市大字鶴賀276-10

（長野市障害者福祉センター内）
電  話　228－3014
ファクシミリ　 226－6263

次回の会報は 11 月１日発行予定です。

（1）第214号 会　報　　「幸　わ　せ」 令和７年７月20日



理　

事　

会

役
員
と
相
談
役
が
出
席
し
、
５
月
21
日

に
第
１
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
は
、
第
１
号
「
令
和
６
年
度
事
業

報
告
」、
第
２
号
「
令
和
６
年
度
決
算
」、

第
３
号
「
定
時
評
議
員
の
招
集
」
第
４
号

「
評
議
員
選
任
候
補
者
の
推
薦
」
及
び
第

５
号
「
役
員
選
任
候
補
者
の
推
薦
」
に
つ

い
て
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
全
員
の
賛
成
に

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
承
認
・
招
集
・
推
薦
の
決

議
が
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
６
月
12
日
定
時
評
議
員
会
終
了

後
の
第
２
回
理
事
会
で
は
同
日
定
時
評
議

員
会
に
お
い
て
選
任
さ
れ
た
新
理
事
の
互

選
に
よ
り
、
理
事
長
及
び
副
理
事
長
が
選

定
さ
れ
ま
し
た
。

定
時
評
議
員
会

評
議
員
９
名
中
７
名
が
出
席
し
、
６
月

12
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
は
第
１
号
「
令
和
６
年
度
決
算
」

及
び
第
２
号
「
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の

選
任
」
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
全
員
の
賛
成

に
よ
り
承
認
及
び
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
理
事
・
監
事
、
評
議
員
の
名
簿
は

次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

令
和
６
年
度  

事
業
報
告

（
以
下
、
事
業
報
告
資
料
か
ら
抜
粋
）

令
和
５
年
５
月
８
日
に
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上
の

位
置
付
け
が
５
類
へ
移
行
し
て
か
ら
約

１
年
が
経
過
し
た
本
年
度
は
、
週
１
回
、

長
野
市
保
健
所
が
公
表
す
る
市
内
で
の

感
染
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、
細
心
の

感
染
防
止
対
策
を
講
じ
て
事
業
を
執
行

い
た
し
ま
し
た
。

市
内
に
お
い
て
は
、
幸
い
に
も
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
急
激
な

感
染
拡
大
が
発
生
し
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
諸
会
議
、
福
祉
大
会
等
々
の
ほ
と

ん
ど
の
事
業
を
滞
り
な
く
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

毎
月
実
施
予
定
の
正
副
理
事
長
会
議

は
、
４
月
以
降
、
全
12
回
実
施
が
で
き
、

事
業
の
執
行
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

５
月
に
は
、
監
査
及
び
第
１
回
理
事

会
を
実
施
し
、
令
和
５
年
度
の
事
業
報

告
、
決
算
の
承
認
、
定
時
評
議
員
会
の

召
集
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

６
月
に
は
、
定
時
評
議
員
会
、
第
１

回
支
部
長
会
・
支
部
長
情
報
交
換
会

を
実
施
し
て
、
１
年
間
の
事
業
の
方

向
性
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

７
月
以
降
の
事
業
に
つ
い
て
も
、
予

定
ど
お
り
全
て
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
詳
細
は
、
後
述
の
と
お

り
で
す
。

た
だ
、
宿
泊
を
伴
う
旅
行
（
10
月･

３
月
）
に
つ
い
て
は
、
協
会
員
の
高

齢
化
に
よ
り
、
実
施
困
難
と
判
断
し
、

令
和
６
年
度
か
ら
廃
止
と
い
た
し
ま

し
た
。

以
上
が
、「
会
員
、
役
員
及
び
関
係

者
等
の
健
康
と
安
全
・
安
心
の
確
保
が
、

最
優
先
す
べ
き
こ
と
」
を
基
本
に
考
え
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
大
き

な
影
響
を
受
け
ず
に
事
業
執
行
が
で
き

た
令
和
６
年
度
の
事
業
報
告
で
す
。

令
和
６
年
度
の
事
業
活
動
の
主
な
も

の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

１　

組
織
体
制
の
強
化
・
充
実

令
和
６
年
度
、
協
会
は
６
支
部
、
会

員
数
４
０
０
名
余
の
体
制
で
ス
タ
ー
ト

令和６年度　決算（法人本部事業）
（単位 : 円）

区
分 科　　　目 予算額 決算額 差　異

収　
　

入

会費 138,000 115,166 22,834
余暇活動支援事業 90,000 90,000 0
広報活動事業 100,000 100,000 0
健康教室事業 15,000 15,000 0
受取利息配当金 500 731 -231
雑収入 22,500 36,879 -14,379
事業区分間繰入金 6,279,000 2,200,000 4,079,000

合　　計 6,645,000 2,557,776 4,087,224

支　
　

出

人件費支出 3,852,200 1,768,857 2,083,343
事業費（助成金） 1,060,900 580,812 480,088
　大会参加助 164,100 73,743 90,357
　部会活動助 193,000 170,000 23,000
　支部活動助 56,000 18,250 37,750
　本部活動助 386,300 243,766 142,534
　研修 261,500 75,053 186,447
事務費支出 1,731,900 1,259,365 472,535
　旅費交通費 142,400 82,979 59,421
　広報費 284,000 245,465 38,535
　諸会費 549,400 519,900 29,500
　その他 756,100 411,021 345,079

合　　計 6,645,000 3,609,034 3,035,966

令
和
６
年
度 

事
業
報
告
、

決
算
の
承
認 

及
び 

役
員
の
選
任

この会報は、共同募金からの助成で発行しています。
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し
ま
し
た
。

し
か
し
、
６
年
度
末
に
は
会
員
数
が

60
名
減
の
３
４
０
名
余
ま
で
減
少
し
た

状
態
で
、
令
和
７
年
度
へ
引
き
継
ぐ
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

会
員
の
高
齢
化
に
伴
う
会
員
数
の
減

少
は
、
必
然
的
な
結
果
で
あ
り
、
こ
の

結
果
を
阻
止
す
る
唯
一
の
手
段
・
方
法

は
、
若
年
会
員
の
入
会
の
促
進
の
み
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、協
会
に
と
っ

て
最
も
解
決
困
難
な
課
題
で
あ
り
、
今

年
度
も
解
決
の
糸
口
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

課
題
は
、
協
会
が
最
も
重
視
し
、
解
決

す
べ
き
課
題
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

何
と
し
て
も
協
会
の
魅
力
を
見
出

し
、
掲
げ
て
、
人
々
へ
働
き
か
け
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

２　

障
害
者
福
祉
増
進
の
た
め
の
諸
活
動

令
和
４
年
10
月
１
日
に
完
全
施
行
し

た
「
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共

に
生
き
る
長
野
県
づ
く
り
条
例
」
が
、

施
行
か
ら
約
２
年
半
経
過
し
ま
し
た
。

条
例
に
お
い
て
、
身
体
障
害
者
に
対
す

る
「
合
理
的
配
慮
」
の
提
供
が
「
責

務
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
制

度
の
浸
透
は
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
の
状
況

で
す
。

障
害
当
事
者
側
と
合
理
的
配
慮
提
供

者
側
の
２
つ
が
嚙
み
合
え
ば
、「
共
生

社
会
づ
く
り
」
と
い
う
基
本
理
念
の
達

成
は
よ
り
実
現
性
を
増
す
こ
と
に
な
る

こ
と
か
ら
、
今
年
度
の
福
祉
大
会
で
は

「
社
会
的
障
壁
の
除
去
を
求
め
る
意
思

表
示
を
社
会
（
行
政
・
事
業
者
）
へ
し
っ

か
り
伝
え
よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
る
な
ど
、
障
害
者
の
側
か
ら
発
信
を

行
い
、
ま
た
、
市
長
要
望
で
は
、
市
職

員
へ
の
研
修
の
強
化
、
事
業
者
へ
の
啓

発
の
推
進
を
強
く
要
望
す
る
な
ど
の
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

３　

啓
発
活
動
の
推
進

⑴　

協
会
の
会
報
「
幸
わ
せ
」
を
年
４

回
発
行
し
、
会
員
等
へ
協
会
の
活
動

状
況
を
提
供
し
ま
し
た
。

⑵　

視
覚
障
害
の
希
望
者
に
、会
報
「
幸

わ
せ
」
を
朗
読
し
録
音
し
た
「
声
の

会
報
」
を
作
成
し
送
付
し
ま
し
た
。

ま
た
、
点
字
版
会
報
を
発
行
し
、
希

望
者
に
配
布
し
ま
し
た
。

⑶　

新
規
に
身
体
障
害
者
手
帳
を
取
得

さ
れ
た
方
に
協
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
配
布
し
、会
員
加
入
に
努
め
ま
し
た
。

⑷　

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用

し
、
情
報
公
開
に
努
め
ま
し
た
。

⑸　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
し
た
会

員
あ
て
に
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
配

信
し
ま
し
た
。

⑹　

社
会
福
祉
法
人 

長
野
県
身
体
障
害

者
福
祉
協
会
発
行
の
会
報
「
こ
こ
ろ

の
友
」
の
配
布
に
協
力
し
ま
し
た
。

（
年
２
回
）

４　

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

当
協
会
は
、
長
野
市
か
ら
指
定
管
理

者
と
し
て
「
長
野
市
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
」
の
管
理
運
営
を
受
託
（
平
成
18

年
度
～
令
和
２
年
度
）
し
て
き
て
お
り
、

令
和
３
年
度
に
は
更
に
５
年
間
（
令
和

３
年
度
～
令
和
７
年
度
）
の
指
定
を
受

け
、
６
年
度
は
４
年
度
目
で
し
た
。

セ
ン
タ
ー
の
適
正
な
維
持
管
理
や
利

便
性
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
各

種
教
室
・
講
座
の
充
実
、
利
用
団
体
の

Ｐ
Ｒ
を
行
う
な
ど
、
施
設
の
利
用
促
進

に
努
め
ま
し
た
。

「
広
報
な
が
の
」
を
朗
読
し
、
録
音

し
た
「
声
の
広
報
」
を
作
成
し
、
希
望

者
に
送
付
し
ま
し
た
。

５　

会
議
の
開
催

⑴ 

評
議
員
会　
　
　
　
　
　
　

１
回

⑵ 
理
事
会　
　
　
　
　
　
　
　

３
回

⑶ 
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会　

１
回

⑷ 

正
副
理
事
長
会　
　
　
　
　

12
回

⑸ 

会
報
編
集
委
員
会　
　
　
　

８
回

⑹ 

支
部
長
会　
　
　
　
　
　
　

３
回

評議員名簿（任期：令和７年６月 12 日から令和 11 年の定時評議員会終結の時まで）
氏　　名 役　職　等 氏　　名 役　職　等

岩　下　一　實 前柳原支部長 寺　澤　正　剛 （一社）長野市聴覚障害者協会理事長
角　澤　俊　一 障害者福祉センター第三者委員 轟　　　亮　一 大豆島支部長
久保田　　　篤 元中条支部長 長　﨑　　　勤 長野市視覚障害者福祉協会会長
倉　石　義　人 （福）長野市社会福祉協議会常務理事 中　澤　敏　子 長野市民生委員児童委員協議会会長
須　藤　今朝信 青年部長 松　本　紀　子 元女性部長
田　口　輝　雄 元芹田支部長

理事・監事名簿（任期：令和７年６月 12 日から令和９年の定時評議員会終結の時まで）
役 職 名 氏　　名 支部（部）名 役 職 名 氏　　名 支部（部）名
理 事 長 丸　山　　　勝 裾　花 理　　事 五　味　美穂子 女性部
副理事長 丸　山　　　顕 本　部 〃 島　田　　　稔 松　代
副理事長 玉　木　秀　明 柳　原 〃 丸　山　登志子 女性部
理　　事 岡　宮　良　隆 本　部 監　　事 中　村　順　蔵 本　部

〃 熊　井　和　子 女性部 〃 西　　　正　夫 戸　隠

事務局及び障害者福祉センターは、毎週月曜日がお休みです。ホームページ https://nagano-sfc.jp/
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青
年
部
長
　
須
藤
今
朝
信

６
月
５
日
（
木
）、
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
体
育
室
に
お
い
て
青
年
部
主
催
で
、

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
の
指
導
の
も
と
、
フ
ラ

イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
講
習
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
車
い
す
利
用
者
を
含
め
12
名
の
方
に

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

準
備
運
動
、
ル
ー
ル
説
明
、
投
げ
方
の

指
導
・
練
習
の
後
、
４
チ
ー
ム
に
わ
か
れ

て
競
技
を
行
い
ま
し
た
。
５
ｍ
離
れ
た
円

形
の
ゴ
ー
ル
（
内
径
91
・
５
㎝
）
に
向
か
っ

て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
直
径
23
・
５
㎝
、

重
さ
１
０
０
ｇ
の
デ
ィ
ス
ク
を
10
回
連
続

し
て
投
げ
、
輪
の
中
を
通
過
し
た
回
数
を

競
う
ル
ー
ル
で
行
い
ま
し
た
。最
初
は
皆
、

思
う
よ
う
に
入
ら
な
く
て
苦
戦
し
ま
し
た

が
、
慣
れ
る
う
ち
に
入
る
よ
う
に
な
り
、

上
手
い
ゴ
ー
ル
に
は
互
い
に
賞
賛
し
あ

い
ま
し
た
。
大
き

な
声
で
の
応
援
で
、

ス
ト
レ
ス
発
散
に

も
な
り
ま
し
た
。

青
年
部
で
は
、

来
年
２
月
15
日

（
日
）
に
「
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
競
技
会
」

を
予
定
し
て
い
ま

す
。
や
っ
て
み
た

い
競
技
が
あ
れ
ば
、

事
務
局
へ
連
絡
く

だ
さ
い
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま

し
た
が
、
指
導
し

て
く
だ
さ
っ
た
ス

ポ
ー
ツ
指
導
員
、

参
加
者
、セ
ン
タ
ー

職
員
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。

第
57
回
長
野
市
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

を
開
催
し
ま
す
。
前
半
の
式
典
行
事
で
は
、

理
事
長
表
彰
の
贈
呈
、
大
会
決
議
を
行
い

ま
す
。
後
半
の
講
演
会
で
は
、
ほ
っ
と
パ
ル

株
式
会
社
小
山
秀
一
会
長
に
講
演
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
出
席
申
込
み
は
９
月
17

日
（
水
）
ま
で
に
支
部
長
ま
た
は
事
務
局

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

10
月
４
日
（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

場
所　

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

日
時　

10
月
16
日
（
木
）

　

行
先　

上
越
市
立

　
　
　
　

水
族
博
物
館

う
み
が
た
り
（
上
越
市
）

　

参
加
費　

一
人  

７
，
０
０
０
円

参
加
申
し
込
み
は
、
９
月
12
日
（
金
）

ま
で
に
協
会
事
務
局
へ
。

10
月
30
日
（
木
）
13
時
か
ら
長
野
市

芸
術
館
で
開
催
さ
れ
る
「
さ
わ
や
か
合

唱
交
流
会
」
を
協
会
で
鑑
賞
し
ま
す
。

20
席
を
確
保
し
ま
し
た
の
で
、
鑑
賞
を

希
望
さ
れ
る
方
は
８
月
29
日
（
金
）
ま

で
に
支
部
長
ま
た
は
事
務
局
ま
で
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。
希
望
者
が
20
名
を

超
え
た
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
方
が
安
心
し
て
美
術
館

へ
行
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
休
館
日

に
開
館
し
、
鑑
賞
で
き
る
機
会
で
す
。
鑑

賞
を
希
望
さ
れ
る
方
は
９
月
26
日
（
金
）

ま
で
に
事
務
局
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

特
別
鑑
賞
日　

10
月
22
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
５
時

　

日
時　

11
月
６
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

　

場
所　

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

内
容　

講
演「
薬
の
正
し
い
使
い
方
」

　
　
　
　

軽
い
運
動

参
加
申
し
込
み
は
10
月
24
日
（
金
）
ま

で
に
協
会
事
務
局
へ
。

編
　
集
　
後
　
記

ア
ヤ
メ
と
し
ょ
う
ぶ
は
、
古
く
か
ら
同

じ
植
物
と
さ
れ
て
い
た
た
め
、
実
は
同
じ

漢
字
「
菖
蒲
」
を
使
い
ま
す
。

正
確
に
は
、
ア
ヤ
メ
は
ア
ヤ
メ
属
、
し
ょ

う
ぶ
は
シ
ョ
ウ
ブ
属
に
分
類
さ
れ
て
い
る

植
物
で
、
ア
ヤ
メ
は
花
び
ら
の
根
元
に
網

目
状
の
模
様
が
あ
り
、
し
ょ
う
ぶ
に
は
黄

色
い
筋
が
入
る
の
が
特
徴
で
す
。

見
て
い
る
だ
け
で
華
や
か
に
な
り
ま
す
。

編
集
委
員
　
　
玉
木
　
秀
明

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
講
習
会
開
催
！

◎
長
野
市
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

開
催
し
ま
す
◎

◎「
さ
わ
や
か
合
唱
交
流
会
」◎

メールマガジンの
配信をしています

協会の最新情報をメールマガジン（不定期）
で配信しています。

購読希望者は、協会あてに、氏名、住所、
携帯番号と「メールマガジン購読希望」を

記載したメールを送信してください。
申込みをお待ちしています。

（協会メールアドレス：info@nagano-sfc.jp）

協会員の皆様へ
当協会では、協会員の募集を行っています。

長野市内にお住まいで、身体障害者手帳をお持

ちのお知り合いの方、また当協会の活動にご協

力いただける方がいましたら、入会のお誘いを

していただき、増員にご協力をお願いします。

協会事務局電話番号
026-228-3014

「
障
が
い
の
あ
る
方
の

た
め
の
特
別
鑑
賞
日
」
◎

◎
長
野
県
立
美
術
館

◎
希
望
の
旅
③
◎

お
知
ら
せ

◎
健
康
教
室
②
◎

◆本部会員の皆様へ◆　各事業の参加申込みは、協会事務局へ　TEL:026-228-3014
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